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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成28年11月4日(2016.11.4)

【公開番号】特開2014-131594(P2014-131594A)
【公開日】平成26年7月17日(2014.7.17)
【年通号数】公開・登録公報2014-038
【出願番号】特願2013-230220(P2013-230220)
【国際特許分類】
   Ａ４５Ｄ  33/00     (2006.01)
   Ａ４５Ｄ  44/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ４５Ｄ   33/00     ６５０Ｚ
   Ａ４５Ｄ   44/00     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成28年9月12日(2016.9.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　固形粉末化粧料１５について更に詳述すると、第１領域１５ａのすぐ外側には、第１領
域１５ａよりも明度が高い領域である第２領域１５ｂが位置している。また、第１領域１
５ａのすぐ外側には、第１領域１５ａよりも明度が高い領域である第４領域１５ｄも位置
している。そして、第２領域１５ｂに着目すると、第２領域１５ｂのすぐ外側には、第２
領域１５ｂよりも明度が高い領域である第３領域１５ｃが位置している。また、第２領域
１５ｂのすぐ外側には、第２領域１５ｂよりも明度が高い領域である第５領域１５ｅも位
置している。更に、第４領域１５ｄに着目すると、第４領域１５ｄのすぐ外側には、第４
領域１５ｄよりも明度が高い領域である第５領域１５ｅが位置している。したがって、固
形粉末化粧料１５の周縁域は、第３領域１５ｃ及び第５領域１５ｅから構成されている。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
　指通し部１６ｂは、細長い帯状の形状をしている。指通し部１６ｂにおいては、Ｘ方向
の両側部１６ｃ，１６ｃは、パフ本体１６ａに固定されている。そして両側部１６ｃ，１
６ｃ間は、パフ本体１６ａから離間している。そして、パフ本体１６ａと指通し部１６ｂ
との間に指を通すことで、パフ１６を持つことができるようになっている。
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